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　 初めまして、早稲田大学地盤工学研究室です。我々は、 の研究を通じて、
土を理解する様々な研究をしています。ここでは、近年話題になっている の
研究を少しご紹介します。



　 一つ目は道路やダムを施工する際に造成される において用いられる、
の研究です。振動を解析することで土の強度を推定する研究をしています。



　 二つ目はこれらの工事において、土に含まれる を推定する研究です。カメラ
などを用いて を測定し、水の量を迅速に推定する研究をしています。
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　 は、私たちが開発した新しい実験装置で、振
動ローラの締固めを実験室内で再現できます。この装置を用いて、様々な土
の振動特性を調べ、 や を推定する
研究をしています。



　 この装置には、高性能な と が設置されており、振
動モータの振動が土に伝わった際の応答をセンサで測定することができま
す。これらの測定結果は短時間フーリエ変換という技術で解析され、スペク
トログラムという音響工学などで用いられている図で表現できます。この図
を見ながら、地盤の剛性指標である を求
めることで、土の硬さを指標化しています。
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　 私たちは、
ことに着目し、色を分析することで、土の
水の量を測定できるのではないかと考えま
した。色は光の情報であるので，より詳し
く色を測定するためには、光を分けて並べ
た を測定すればよいです。



　 そこでハイパースペクトルカメラやサー
モグラフィーカメラといった、様々なカメ
ラを使用して、土の色を測定する実験を行
いました。その結果、水の量が変わると、

が変わることが分かりました。



　 この結果を利用することで、これまで何
時間もかかっていた水の測定が、 、

測定できるようになります。また
遠隔から無人で土の様子を測定できるた
め、地下何十メートルや山岳地帯、さらに
は宇宙などの、人が立ち入りづらい新たな
土地を開拓することにも役立ちます。
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加速度応答指標CCVを求める模式図

　 これまでの研究で、地盤の剛性指標CCVと水の量（含水比）には関係があることがわかってきました。さらに研究を進め
ることで、実際の や といった装置に取り付けることが可能になると考えています。振動ローラ タンパ

　 このように、私たちは加速度応答や画像解析を活用して、締固め土
工を簡略化する技術の研究をしてきました。今後は実際の建設現場や
研究所で使用できるよう、研究を進めていく予定です。ICT技術によ
り、土木業界の や の問題を解決
し、 の実現
に少しでも貢献していきたいと考えています。
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